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第11回協議会を平成15年10月15日（水）、第12回協議会を10月24日（金）に、いずれも
出雲交流会館で開催し、第13回協議会を10月31日（金）に出雲ロイヤルホテルで開催し
ました。
このうち第12回協議会では、「21世紀出雲の國つくり計画」の中間とりまとめが承認
された他、合併の期日などが決定されました。
そして、第13回協議会をもって25の合併協定項目全ての調整が終わり、これを基に

して、現在各市町において住民説明会が開催されています。

出
雲
地
区
二
市
五
町
は
、
対
等
協
力
、
相
互
扶
助

の
信
義
に
よ
り
、
平
成
十
三
年
十
月
以
来
今
日
ま
で

一
丸
と
な
っ
て
、
合
併
研
究
会
、
任
意
協
議
会
、
そ

し
て
平
成
十
四
年
十
二
月
発
足
の
合
併
協
議
会
に
お

い
て
、
延
べ
八
十
回
以
上
の
会
合
を
重
ね
、
出
雲
圏

域
住
民
の
永
年
の
悲
願
で
あ
っ
た
日
本
の
ふ
る
さ
と

出
雲
の
國
つ
く
り
を
目
指
し
て
、
誠
心
誠
意
協
議
を

進
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

協
議
の
過
程
に
お
い
て
は
、
多
少
の
紆
余
曲
折
は

あ
っ
た
も
の
の
、
終
始
出
雲
圏
域
の
末
永
い
発
展
に

思
い
を
致
し
、大
同
小
異
の
も
と
大
局
的
見
地
か
ら
、

最
良
の
ご
判
断
を
い
た
だ
き
、
こ
の
た
び
、
出
雲
・

簸
川
平
野
の
行
政
合
併
へ
の
道
を
具
体
的
に
提
案
す

る
段
階
に
至
っ
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
議
会
、
農
業
委
員
会
等
の
制
度
、
農

業
を
は
じ
め
商
工
観
光
の
経
済
政
策
、
社
会
福
祉
、

医
療
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
健
康
保
険
等
の
大
き
な
調
整

課
題
に
つ
き
論
議
・
調
整
を
重
ね
、
相
互
の
理
解
・

協
力
と
信
頼
の
精
神
に
よ
り
練
り
上
げ
た
成
果
を
も

っ
て
、
こ
の
た
び
、
新
市
建
設
計
画
、
す
な
わ
ち
、

「
二
十
一
世
紀
出
雲
の
國
つ
く
り
計
画
」
等
各
種
協

定
項
目
の
中
間
ま
と
め
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
こ
の
間
、
厳
し
い
財
政
見
通
し
の
中
で
、
地
域

住
民
の
皆
様
の
不
安
や
懸
念
等
を
十
分
に
斟
酌
し
な

が
ら
、
適
正
な
住
民
負
担
を
求
め
つ
つ
サ
ー
ビ
ス
水

準
の
維
持
･
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
適
正
な
職

員
配
置
等
効
率
的
な
行
政
組
織
に
よ
り
本
庁
・
支
所

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
市
役
所
を
構
築
し
、
各
地
域
住

民
の
利
便
性
の
堅
持
を
打
ち
出
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

一
方
、
新
市
の
発
展
に
向
け
、
長
期
的
展
望
と

大
局
的
な
視
点
か
ら
「
新
市
ま
ち
づ
く
り
大
綱
」

を
掲
げ
、
住
民
が
主
役
の
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
の

特
性
が
光
る
ま
ち
づ
く
り
、
そ
し
て
地
方
分
権
時

代
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
し
進
め
る
べ
く
決
意
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
実
現
に
は
、
何
よ
り
住

民
が
行
政
と
連
携
・
協
働
し
、
各
地
域
の
産
業
・
文

化
の
特
色
や
伝
統
文
化
を
尊
重
し
な
が
ら
個
性
豊
か

な
施
策
･
事
業
を
総
合
的
に
展
開
し
、
定
住
・
交
流

人
口
の
増
加
を
図
る
べ
く
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
自
ら

創
意
工
夫
を
重
ね
、
地
域
の
経
済
・
文
化
の
発
展
に

邁
進
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
も
、
出
雲
圏
域
二
市
五
町
の
大
同
団

結
に
よ
り
、
陸
･
海
･
空
の
交
通
体
系
の
基
盤
、
す

な
わ
ち
山
陰
自
動
車
道
の
早
期
実
現
、
二
十
一
世
紀

出
雲
空
港
の
飛
躍
、
河
下
港
の
拠
点
港
整
備
の
大
い

な
る
前
進
を
勝
ち
取
ら
ん
と
全
国
の
世
論
に
強
力
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
も
の
で
あ
り
ま
す
。

我
々
は
こ
こ
に
、
出
雲
の
國
つ
く
り
計
画
を
は
じ

め
二
十
五
の
協
定
項
目
で
合
意
し
た
、
す
べ
て
の
方

針
を
真
に
厳
粛
に
受
け
と
め
、
誠
実
に
履
行
す
る
こ

と
を
固
く
誓
う
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

新
市
の
目
指
す
「
未
来
と
古
代
が
響
き
合
う
日
本
の

ふ
る
さ
と
出
雲
の
國
つ
く
り
」
を
基
本
に
、「
産

業
･
科
学
と
文
化
･
観
光
で
全
国
に
輝
く
日
本
の
ふ

る
さ
と
二
十
一
世
紀
出
雲
」
の
誕
生
に
向
か
っ
て
力

強
く
前
進
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
改
め
て
、
こ
の
た
び
合
意
さ
れ
た
合
併
協

議
の
協
定
項
目
に
対
し
、
圏
域
二
市
五
町
、
十
七
万

四
千
住
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
賛
同
を
賜
り
ま
す

よ
う
心
か
ら
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
る
も
の
で
あ
り

ま
す
。

対
等
協
力
と
相
互
信
頼
の

二
市
五
町
合
併
協
議
中
間
ま
と
め
を
終
え
て

10月31日の第13回協議会の閉会にあたって、西尾会長から、2市5町の合併に向けた決意表明があり、これまでの
協議の経過について委員一同で確認しました。

出雲地区合併協議会
会　　長

西尾理弘

②



新市の組織機構

出雲地区合併協議会だより Vol.10

③

新市発足後50日以内に選挙を行います。

計画の構成は、まず「新市まちづくり大綱」
を定め、住民を主役とした“自立”と“自治”
のまちづくりを推進することとしています。
次に、大綱に基づく「まちづくりの基本的な

考え方」や「各種施策」、「財政計画」を掲げて
おり、特に4つの重点プロジェクトを実施する
ことにより、「未来と古代が響き合う　日本の
ふるさと出雲の國つくり」を進めることにして
います。

※これらの内容については、概要版を作成し、各ご家庭にお届けしています。

21世紀出雲の國つくり計画

本　庁

出雲市役所が本庁に、その他の市役所や役場は支所になります。
本庁と支所の間でネットワーク市役所を構築し、当面の本庁と

支所の組織、機能は次のとおりです。

支　所

［均等割の税率］平成17年度から年額2,500円
［所得割の税率］現行のとおり標準税率

［出雲市と斐川町］
・現行のとおり1.5％。

［平田市］
・平成17年度から1.5％（現行は1.55％）

［佐田町・多伎町・湖陵町・大社町］
・平成21年度までは、現行のとおり1.4％。
平成22年度から1.5％。

現在出雲市が0.1％を適用しているが、新市に
おいても引き続き0.1％を適用。
その他の市町への導入については、平成17年

度以降、新市の都市計画区域内用途地域の都市
計画事業計画の作成をみて検討します。

固定資産税

都市計画税

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

個人市民税

●合併前の市町の区域を所管する、住民サービスに直結す
る行政機関となります。
・窓口業務（住民登録、税金、年金など）
・住民生活に密着した業務（福祉サービス、公民館等の
運営、生活道路・下水路修繕など）

●新市が推進する「21世紀出雲の國つくり計画」の地域別
整備方針に沿って、本庁と一体となってその所管区域の
地域振興策を調整し、その実現を図ります。
●旧出雲市の区域については、本庁に支所としての機能を
確保します。

●市全体に係る政策の推進、総合的な調整事務、管理事務
●市全体として取り組む対外的な業務
●各種行政委員会等及び議会の事務

出雲の元気つくりプロジェクト
【交通ネットワーク整備事業・活力ある産業の振興】

出雲の安心つくりプロジェクト
【健康安心のまちづくり事業・安心子育てのまちづくり事業】

出雲の未来つくりプロジェクト
【新エネルギー政策の推進・自然環境の保全】

出雲の顔つくりプロジェクト
【出雲大社周辺整備事業・観光資源等のネットワーク化の推進】

2市5町の相互信頼と協力による「新設（対等）合併」です。
平成17年1月4日（火）
出雲市（いずもし）
出雲市今市町109番地1（現出雲市役所）

合 併 の 方 式
合 併 の 期 日
新 市 の 名 称
事務所の位置

今 回 ま で に 決 定 し た 主 な 基 本 項 目

合併後最初の選挙（平成17年2月予定）
議員定数は41名。現在の市町ごとに選挙区を設けます。

出雲市18名、平田市7名、斐川町6名、佐田町2名、

多伎町2名、湖陵町2名、大社町4名

2回目以降の選挙
議員定数は31名。

選挙区は設けません。

新市の議会

地方税の取扱い



（６）
賦
課
割
合

現
行
の
と
お
り
、
応
能
と
応
益
の

割
合
を
可
能
な
限
り
５０
対
５０
に
近
づ

け
る
よ
う
平
準
化
す
る
。

（７）
保
険
料
の
軽
減

賦
課
割
合
に
対
し
て
軽
減
割
合
が
決

ま
る
こ
と
か
ら
、
賦
課
割
合
と
と
も
に

現
行
の
ま
ま
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

３．

任
意
給
付
（
出
産
育
児
一
時

金
、
葬
祭
費
）

＊
出
産
育
児
一
時
金

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぐ
。（
３０
万
円
）

＊
葬
祭
費

平
田
市
、
斐
川

町
、
佐
田
町
及
び

大
社
町
の
例
に
よ

り
合
併
時
に
統
一

す
る
。（
３
万
円
）

４．

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

合
併
時
に
統
一
し
、
委
員
構
成
に

つ
い
て
は
、
出
雲
市
の
例
に
よ
り
統

一
す
る
。

委
員
定
数
、
選
任
方
法
等
は
合
併

ま
で
に
調
整
す
る
。

◇
議
案
第
７
５
号
（
決
定
）

１．

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン

合
併
時
に
策
定
さ
れ
て
い
る
市
町

の
計
画
を
参
考
に
、
新
市
に
お
い
て

新
た
に
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
。

◇
議
案
第
７
４
号
（
決
定
）

１．

賦
課
形
態

保
険
料
と
す
る
。

２．

国
民
健
康
保
険
料

（１）
賦
課
方
式

現
行
の
と
お
り
４
方
式
と
す
る
。

（
所
得
割
・
資
産
割
・
均
等
割
・

平
等
割
）

（２）
保
険
料
率

＊
医
療
分

平
成
１６
年
度
は
現
行
の
と
お
り
と

す
る
。

平
成
１７
年
度
か
ら
均
一
賦
課
と
す

る
が
、
負
担
増
加
と
な
る
市
町
に
配
慮

し
、
基
金
に
よ
る
財
政
調
整
を
行
う
。

基
金
に
よ
る
財
政
調
整
は
応
益
割
に
充

当
し
、
そ
の
期
間
は
、
新
市
の
料
率
設

定
と
合
併
時
の
基
金
保
有
額
を
考
慮
し

て
決
定
す
る
。

＊
介
護
分

平
成
１６
年
度
は
現
行
の
と
お
り
と

し
、
平
成
１７
年
度
か
ら
新
市
保
険
料

率
を
設
定
し
、
均
一
賦
課
と
す
る
。

（３）
限
度
額

現
行
の
と
お
り
と
す
る
。

（４）
本
算
定
の
時
期

出
雲
市
、
平
田
市
及
び
湖
陵
町

の
例
に
よ
り
調
整
す
る
。（
７
月
）

（５）
納
付
回
数
、
納
期

湖
陵
町
の
例
に
よ
り
調
整
す
る
。

（
７
〜
３
月
の
９
回
）

な
お
、
仮
算
定
は
行
わ
な
い
。

平成15年11月28日発行 

そ
の
他
の
議
案
事
項

第
１１
回
協
議
会
で
の
決
定
事
項

④

３
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
た
以
外
の

議
案
事
項
は
次
の
と
お
り
で
す

２．

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
事
業
・

施
設

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぐ
。
た
だ
し
、
複
数
市
町
に
あ
る
同

一
事
業
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い

て
調
整
す
る
。

◇
議
案
第
７
６
号
（
決
定
）

１．

新
市
に
１
つ
の
農
業
委
員
会
を

置
き
、
選
挙
に
よ
る
委
員
の
定
数

は
、
４０
人
と
す
る
。

２．

農
業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委

員
の
選
挙
に
つ
い
て
は
、
選
挙
区

を
設
け
る
も
の
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
選
挙
区
の
区
域
は
、
次
の
と
お

り
と
す
る
。

（１）
平
田
市
を
区
域
と
す
る
選
挙
区

（２）
斐
川
町
を
区
域
と
す
る
選
挙
区

（３）
佐
田
町
、
多
伎
町
及
び
湖
陵
町

を
区
域
と
す
る
選
挙
区

（４）
出
雲
市
及
び
大
社
町
を
区
域
と

す
る
選
挙
区

た
だ
し
、
（４）
に
つ
い
て
は
、
他

の
選
挙
区
と
の
均
衡
を
保
つ
た

め
、
複
数
の
選
挙
区
に
分
割
す
る

よ
う
新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。

３．

前
記
１
及
び
２
に
関
わ
ら
ず
、

在
任
特
例
を
適
用
し
、
合
併
の
日

か
ら
１
年
間
引
き
続
き
新
市
の
農

業
委
員
会
の
選
挙
に
よ
る
委
員
と

し
て
在
任
す
る
委
員
の
定
数
は
、

８０
人
と
す
る
。

そ
の
場
合
の
各
市
町
の
農
業

委
員
会
ご
と
の
人
数
は
、

出
雲
市
２６
人
、
平
田
市
１６
人
、

斐
川
町
１５
人
、
佐
田
町
９
人
、

多
伎
町
４
人
、
湖
陵
町
３
人
、

大
社
町
７
人
と
す
る
。

◇
議
案
第
７
７
号
（
認
定
）

次
の
と
お
り
の
内
容
で
、
決
算
認

定
さ
れ
ま
し
た
。

◇
議
案
第
７
８
号
（
決
定
）

平
成
１４
年
度
歳
入
歳
出
決
算
が
認

定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
１４
年

度
か
ら
の
繰
越
金
を
平
成
１５
年
度
歳

入
予
算
に
繰
り
入
れ
る
補
正
予
算
が

決
定
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
当
初
６
３，
０
０
０
千
円

で
あ
っ
た
市
町
負
担
金
を
５，
８
４
１

千
円
減
額
し
、
５
７，
１
５
９
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。
な
お
、
歳
出
予

算
額
は
、
６
３，
０
０
０
千
円
の
ま

ま
変
わ
り
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
議
案
第
８
１
号
（
決
定
）

１．

町
の
区
域

出
雲
市
及
び
平
田
市
は
、
現
在
の

町
を
新
市
の
町
の
区
域
と
し
、
斐
川

町
、
佐
田
町
、
多
伎
町
、
湖
陵
町
及

び
大
社
町
は
、
現
在
の
大
字
を
新
市

の
町
の
区
域
と
す
る
。

２．

町
の
名
称

（１）
出
雲
市
は
、
現
行
の
と
お
り
と
す

る
。

（２）
平
田
市
は
、
現
在
の
町
名
の
「
町
」

を
削
除
し
、
そ
の
前
に
「
平
田
町
」

を
挿
入
す
る
。

（３）
斐
川
町
、
佐
田
町
、
多
伎
町
、
湖

陵
町
及
び
大
社
町
は
、
現
在
の
町

名
を
残
し
、「
大
字
」
を
削
除
す

る
。

◇
議
案
第
８
２
号
（
決
定
）

１．

斐
川
町
宍
道
町
水
道
企
業
団
、

宍
道
町
斐
川
町
環
境
衛
生
組
合
、

島
根
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
、

島
根
県
市
民
交
通
災
害
共
済
組
合

合
併
の
前
日
を
も
っ
て
脱
退
し
、

新
市
に
お
い
て
合
併
の
日
に
当
該
一

部
事
務
組
合
に
加
入
す
る
。

２．

土
地
開
発
公
社

（１）
２
市
４
町
の
土
地
開
発
公
社
（
大

社
町
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。）
の
う

ち
１
つ
の
土
地
開
発
公
社
を
存
続

し
、
そ
れ
以
外
の
５
つ
の
土
地
開

発
公
社
は
、
合
併
の
期
日
ま
で
に

解
散
す
る
。

（２）
解
散
す
る
５
つ
の
土
地
開
発
公
社

の
所
有
す
る
財
産
、
債
務
は
、
存

続
す
る
１
つ
の
土
地
開
発
公
社
に

引
き
継
ぐ
も
の
と
す
る
。

（３）
存
続
す
る
１
つ
の
土
地
開
発
公
社

に
つ
い
て
は
、
定
款
を
変
更
し
、

新
市
土
地
開
発
公
社
と
す
る
。

（４）
新
市
土
地
開
発
公
社
の
事
務
所
の

位
置
及
び
職
員
の
配
置
に
つ
い
て

は
、
合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
。

国
民
健
康
保
険
事
業
の
取
扱
い

（
そ
の
１
）
に
つ
い
て
【
合
併

協
定
項
目
21
】

議
案
第
７４
号
（
決
定
）

第
１０
回
協
議
会
で
提
案

一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い

（
そ
の
２
）
に
つ
い
て
【
合
併

協
定
項
目
14
】

議
案
第
８２
号
（
決
定
）

第
１１
回
協
議
会
で
提
案

農
業
委
員
会
委
員
の
定
数
及
び
任

期
の
取
扱
い
に
つ
い
て
【
合
併
協

定
項
目
10
】

議
案
第
７６
号
（
決
定
）

第
6
回
協
議
会
で
提
案

平
成
14
年
度
出
雲
地
区
合
併
協

議
会
歳
入
歳
出
決
算
に
つ
い
て

議
案
第
７７
号
（
認
定
）

第
１２
回
協
議
会
で
の
決
定
事
項

各
種
事
務
事
業
（
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
係
）
の
取
扱
い
に

つ
い
て
【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
７５
号
（
決
定
）

第
１０
回
協
議
会
で
提
案

①歳入決算額　　28,000,031円

②歳出決算額　　22,158,752円

◎平成15年度への繰越額（①－②）
5,841,279円

２８,０００,０００円
３１円

１,３７５,０８８円
９,４０９,２８２円
１１,３７４,３８２円

内訳　市町負担金
諸収入

内訳　会議費
事務費
事業推進費

平成14年度出雲地区合併協議会歳入歳出決算平
成
15
年
度
出
雲
地
区
合
併
協
議

会
第
１
回
補
正
予
算
に
つ
い
て

議
案
第
７８
号
（
決
定
）

町
、
字
の
区
域
及
び
名
称
の
取
扱

い
に
つ
い
て
【
合
併
協
定
項
目
５
】

議
案
第
８１
号
（
決
定
）

第
１１
回
協
議
会
で
提
案

－例－

・平田市灘分町○○番地
→出雲市平田町灘分○○番地

・簸川郡斐川町大字荘原町○○番地
→出雲市斐川町荘原町○○番地
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⑤

◇
議
案
第
８
３
号
（
決
定
）

現
在
の
２
市
５
町
の
区
域
に
そ

れ
ぞ
れ
、
市
町
村
の
合
併
の
特
例

に
関
す
る
法
律
第
５
条
の
４
の
規

定
に
基
づ
く
地
域
審
議
会
を
設
置

す
る
。

（
地
域
審
議
会
の
設
置
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。）

◆
委
員
か
ら
の
意
見
◆

７
つ
の
地
域
審
議
会
を
設
置
す
る

と
い
う
こ
と
で
、
新
市
の
一
体
化
を

阻
害
す
る
と
い
う
懸
念
が
あ
る
と
思

う
が
、
こ
う
し
た
懸
念
に
も
し
っ
か

り
気
を
付
け
て
、
新
市
の
一
体
化
と

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
大
事
に
す
る
と

い
う
兼
ね
合
い
の
中
で
審
議
会
の
運

営
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。

◇
議
案
第
８
４
号
（
決
定
）

１．

２
市
５
町
、
出
雲
市
外
６
市

町
広
域
事
務
組
合
、
出
雲
市
外

４
町
広
域
消
防
組
合
、
出
雲
市

外
３
市
町
斐
伊
川
水
系
水
利
組

合
及
び
平
田
市
・
斐
川
町
火
葬

場
組
合
の
職
員

す
べ
て
新
市
の
職
員
と
し
て
引
き

継
ぐ
も
の
と
す
る
。

２．

職
員
定
数

新
市
に
お
い
て
合
併
効
果
を
早

期
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、
１０
年
間

で
２
６
５
人
を
削
減
す
る
定
員
計
画

を
合
併
時
に
策
定
し
、
定
員
管
理
の

適
正
化
を
図
る
も
の
と
す
る
。

◆
委
員
か
ら
の
意
見
◆

職
員
の
給
与
水
準
を
下
げ
、
ワ

ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
を
す
れ
ば
、

こ
ん
な
に
職
員
数
を
減
ら
さ
な
く

て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。
こ
の

や
り
方
で
は
、
新
規
採
用
を
減
ら

す
こ
と
に
な
り
、
若
者
の
貴
重
な

就
職
の
場
が
奪
わ
れ
て
い
く
の
で

は
な
い
か
。

会
長
の
回
答

正
規
の
公
務
員
数
を
確
保
し
て
雇

用
対
策
と
す
る
こ
と
だ
け
で
は
な

く
、
公
務
員
数
は
抑
え
て
で
も
、
民

間
で
出
来
る
も
の
は
民
間
で
や
っ
て

も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ

に
お
い
て
雇
用
機
会
は
生
ま
れ
て
く

る
。

３．

職
員
の
職
名
及
び
任
用
要
件

人
事
管
理
及
び
職
員
の
処
遇
適
正

化
の
観
点
か
ら
調
整
し
統
一
を
図

る
。

４．

給
与
制
度

職
員
の
処
遇
及
び
給
与
の
適
正
化

の
観
点
か
ら
国
家
公
務
員
の
基
準
に

照
ら
し
合
併
時
に
調
整
・
統
一
す
る

も
の
と
す
る
。

◇
議
案
第
８
５
号
（
決
定
）

１．

市
長
、
助
役
、
収
入
役
及
び

教
育
長
の
任
期
等

法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

新
市
発
足
時
の
給
料
は
、
出
雲
市
の

額
と
す
る
。

２．

新
市
の
市
長
が
選
出
さ
れ
る

ま
で
の
間
の
市
長
の
職
務
執
行

者
及
び
そ
の
報
酬

２
市
５
町
の
市
長
、
町
長
が
合
併

時
ま
で
に
別
に
協
議
し
て
定
め
る
。

３．

新
市
発
足
時
の
市
議
会
議
員

の
報
酬

出
雲
市
の
額
と
す
る
。

４．

新
市
発
足
時
の
農
業
委
員
会

の
委
員
の
報
酬

斐
川
町
の
額
と
す
る
。

４．

行
政
委
員
会
（
教
育
委
員
会

の
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
会
の
委

員
、
公
平
委
員
会
の
委
員
、
監
査

委
員
及
び
固
定
資
産
評
価
審
査
委

員
会
の
委
員
）
の
委
員
数
、
任

期
等

各
法
令
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

る
。
新
市
発
足
時
の
報
酬
に
つ
い
て

は
、
出
雲
市
の
額
と
す
る
。

５．

そ
の
他
の
条
例
で
定
め
る
特

別
職

（１）
２
市
５
町
に
設
置
さ
れ
て
い
て
、

新
市
に
お
い
て
も
引
き
続
き
設
置

す
る
必
要
の
あ
る
も
の
は
、
合
併

時
に
統
合
す
る
。

（２）
１
市
町
又
は
数
市
町
に
の
み
設
置

さ
れ
て
い
て
、
新
市
に
お
い
て
も

引
き
続
き
設
置
す
る
必
要
の
あ
る

も
の
は
、
合
併
時
に
調
整
す
る
。

（３）
委
員
数
、
任
期
、
報
酬
額
等
は
現

行
の
制
度
及
び
同
規
模
自
治
体
の

例
を
も
と
に
調
整
す
る
。

６．

特
別
職
の
給
料
及
び
報
酬

新
市
に
お
い
て
速
や
か
に
特
別
職

報
酬
等
審
議
会
を
設
置
し
、
現
行
給

料
、
報
酬
額
及
び
同
規
模
自
治
体
の

例
を
基
に
定
め
、
給
与
、
報
酬
の
適

正
化
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

◇
議
案
第
８
６
号
（
決
定
）

１．

広
報
紙
の
発
行

毎
月
２
回
発
行
す
る
。
な
お
、
発

行
日
及
び
配
布
方
法
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
ま
で
に
調
整
す
る
。

２．

広
報
広
聴
事
業

広
報
事
業
に
つ
い
て
は
、広
報
紙
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
は
じ
め
、
テ
レ
ビ

や
新
聞
、
有
線
放
送
や
防
災
行
政
無

線
な
ど
の
媒
体
を
利
用
し
、
実
施
す

る
。広

聴
事
業
に
つ
い
て
は
、
地
区
懇

談
会
の
開
催
や
、
電
子
メ
ー
ル
、
手

紙
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
手
段
を
活
用
し
、
実
施
す
る
。

一
般
職
の
職
員
の
身
分
の
取
扱
い

に
つ
い
て
【
合
併
協
定
項
目
11
】

議
案
第
８４
号
（
決
定
）

第
４
回
協
議
会
で
提
案

特
別
職
の
身
分
の
取
扱
い
に
つ

い
て
【
合
併
協
定
項
目
12
】

議
案
第
８５
号
（
決
定
）

第
１１
回
協
議
会
で
提
案

地域審議会の設置に関する事項（抜粋） 地域審議会の設置に関する事項（抜粋） 

　1　目　目的・的・設置設置 

　2　設置期間　設置期間 

　3　所掌事務　所掌事務 

　4　組織　組織 

　5　任期　任期 

　6　庶務　庶務 

　1　目的・設置 
　新市の施策に対し、住民の声を直接反映
させ、きめ細やかな行政サービスを展開す
るため、出雲地域審議会、平田地域審議会、
斐川地域審議会、佐田地域審議会、多伎地
域審議会、湖陵地域審議会及び大社地域審
議会を置く。 
　2　設置期間 
　合併の日から平成２７年３月３１日まで。 
　3　所掌事務 
　関係区域ごとに、当該区域に係る次に掲
げる事項について、市長の諮問に応じて審
議答申し、又は必要と認められる事項につ
き市長に意見を述べるものとする。 
（１）２１世紀出雲の國つくり計画の執行状況 
（２）２１世紀出雲の國つくり計画の変更 
（３）当該地域を単位とする地域振興のため

の基金の運用 

（４）当該地域においてのみ行われる事務・
事業 

（５）当該地域に特別に利害関係のある事務・
事業 

（６）公共施設の配置、管理運営 
（７）住民生活に密着した福祉、廃棄物処理、

消防等の施策の実施状況　等 
　4　組織 
　地域審議会は、委員１５名以内で組織し、
委員は、関係区域に住所を有する者から、
市長が委嘱する。 
　5　任期 
　２年とする。 
　6　庶務 
　地域審議会の庶務は、本庁及び支所の地
域振興を担当する部門において処理する。 

地
域
審
議
会
の
取
扱
い
に
つ
い

て
【
合
併
協
定
項
目
17
】

議
案
第
８３
号
（
決
定
）

第
１１
回
協
議
会
で
提
案

議
案
の
提
案
時
は
「
出
雲
市
の

額
」
と
し
て
い
ま
し
た
が
、
斐
川

町
の
農
業
委
員
の
み
報
酬
が
下
が

る
こ
と
、
新
市
に
お
け
る
農
業
施

策
は
大
事
で
あ
り
、
農
業
委
員
の

役
割
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
他
市
と
比
較
し
て
も

出
雲
地
域
の
報
酬
額
は
低
い
こ
と

か
ら
、
委
員
か
ら
の
修
正
提
案
に

よ
り
「
斐
川

町
の
額
」
で

決
定
と
な
り

ま
し
た
。

農
業
委
員
会
の
委
員
の
報
酬

に
つ
い
て

解説

各
種
事
務
事
業
（
広
報
広
聴
関

係
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て
【
合

併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
８６
号
（
決
定
）

第
１１
回
協
議
会
で
提
案
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⑥

◇
議
案
第
８
７
号
（
決
定
）

新
市
に
お
い
て
、
合
併
効
果
を
早

期
に
発
揮
で
き
る
よ
う
、「
新
市
に

お
け
る
行
政
改
革
の
推
進
の
考
え

方
」
に
基
づ
き
、
新
た
な
行
政
改
革

大
綱
、
実
施
計
画
を
速
や
か
に
策
定

す
る
。

◇
議
案
第
８
８
号
（
決
定
）

１．

私
立
認
可
保
育
所
運
営
費
助
成

（１）
私
立
認
可
保
育
所
運
営
費
補
助
金

出
雲
市
の
制
度
を
参
考
と
し
、

各
園
一
律
２
４，
０
０
０
円
に
１

月
初
日
在
所
児
童
数
を
掛
け
た
額

を
補
助
す
る
方
向
で
合
併
ま
で
に

調
整
す
る
。

法
人
に
対
す
る
助
成
は
行
わ
な
い
。

（２）
私
立
認
可
保
育
所
看
護
師
配
置
費

補
助
金

出
雲
市
の
例
に
よ
り
合
併
ま
で

に
調
整
す
る
。

２．

法
定
外
保
育
施
設
運
営
費
助
成

出
雲
市
の
例
に
よ
り
合
併
ま
で
に

調
整
す
る
。

◇
議
案
第
８
９
号
（
決
定
）

１．

社
会
体
育
施
設
管
理
運
営

次
の
方
針
に
基
づ
き
、
合
併
時
か

ら
別
表
の
「
社
会
体
育
施
設
管
理
運

営
・
使
用
料
徴
収
金
額
表
」
の
と
お

り
統
一
す
る
。

（１）
供
用
時
間
は
類
似
施
設
毎
に
原
則

同
一
と
し
、
申
請
方
法
等
そ
の
他

の
運
営
基
準
に
つ
い
て
は
可
能
な

限
り
統
一
す
る
。
ま
た
、
運
営
情

報
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
よ
っ
て

住
民
の
利
便
を
図
る
。

（２）
運
営
形
態
は
社
会
体
育
関
連
団
体

等
へ
の
委
託
方
式
を
基
本
と
す

る
。
但
し
、
当
面
は
現
行
の
ま
ま

新
市
に
移
行
し
、
受
託
団
体
（
社

会
体
育
関
連
団
体
等
）
の
育
成
と

体
制
の
確
立
を
図
る
。

（３）
管
理
運
営
主
体
が
異
な
る
場
合
も

施
設
運
営
基
準
は
調
整
し
、
均
衡

を
図
る
。

（４）
学
校
体
育
施
設
の
地
域
開
放
を
積

極
的
に
推
進
す
る
。

２．

社
会
体
育
施
設
使
用
料

次
の
方
針
に
基
づ
き
、
合
併
時
か

ら
別
表
の
「
社
会
体
育
施
設
管
理
運

営
・
使
用
料
徴
収
金
額
表
」
の
と
お

り
統
一
す
る
。

（１）
施
設
使
用
料
は
、
受
益
者
負
担

を
原
則
と
し
、
類
似
施
設
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し
た
基
本
使

用
料
を
設
定
す
る
。
た
だ
し
、

類
似
施
設
が
な
い
も
の
に
つ
い

て
は
、
現
行
ど
お
り
新
市
に
引

き
継
ぐ
。

（２）
減
免
制
度
は
、
地
域
に
お
け
る
社

会
体
育
振
興
等
に
寄
与
す
る
公
益

的
な
利
用
目
的
・
対
象
に
限
定

し
、
そ
の
運
用
基
準
を
明
確
に
し

た
制
度
と
す
る
。

（３）
管
理
運
営
主
体
が
異
な
る
場
合
も

使
用
料
基
準
は
調
整
し
、
均
衡
を

図
る
。

３．

ス
ポ
ー
ツ
大
型
イ
ベ
ン
ト
事
業

（
出
雲
全
日
本
大
学
選
抜
駅
伝
競
走
、

出
雲
ド
ー
ム
く
に
び
き
マ
ラ
ソ
ン
大

会
、
一
畑
薬
師
マ
ラ
ソ
ン
大
会
、
ス

イ
ム
ラ
ン
ｉｎ
多
伎
）

新
市
移
行
後
も
当
面
は
従
来
ど
お

り
開
催
を
継
続
す
る
。

将
来
的
に
は
、
新
市
事
業
と
し
て

の
目
的
を
明
確
に
し
、
主
催
・
共
催

の
区
分
並
び
に
類
似
イ
ベ
ン
ト
等
の

整
理
を
図
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、

新
市
移
行
後
の
開
催
を
通
じ
て
、
開

催
時
期
並
び
に
運
営
体
制
等
を
検

討
・
調
整
す
る
。

◇
議
案
第
９
０
号
（
決
定
）

１．

文
化
事
業
補
助
金
等

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
合
併
後
に
お
い
て
調
整
す
る
。

２．

文
化
イ
ベ
ン
ト
、
文
化
交
流
事
業

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

◇
議
案
第
４
２
号
（
決
定
）

１．

地
域
農
業
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

２
市
５
町
の
現
行
の
プ
ラ
ン
は
、

平
成
１６
年
度
ま
で
の
も
の
で
あ
り
、

平
成
１７
年
度
以
降
事
業
が
延
長
さ
れ

る
場
合
に
は
、
平
成
１７
年
３
月
末
ま

で
に
、
新
市
の
地
域
農
業
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
を
地
域
の
実
情
や
特
色
を
考

慮
し
な
が
ら
策
定
す
る
。

２．

地
域
農
業
の
推
進
体
制

地
域
特
性
を
踏
ま
え
、
農
協
単
位

で
、
新
市
の
地
域
農
業
推
進
体
制
を

確
立
す
る
。

◆
委
員
か
ら
の
意
見
◆

農
協
が
２
つ
あ
る
た
め
、
斐
川

町
だ
け
が
特
別
扱
い
の
よ
う
な
形

で
い
つ
ま
で
も
可
能
か
ど
う
か
。

新
市
全
体
で
斐
川
町
方
式
を
取
り

組
ん
で
も
ら
え
る
の
か
。

会
長
の
回
答

斐
川
町
の
農
業
政
策
は
効
果
を

上
げ
て
お
ら
れ
、
立
派
な
政
策
で

あ
る
と
評
価
し
て
い
る
。
斐
川
町

だ
け
を
特
別
扱
い
す
る
の
で
は
な

く
、
む
し
ろ
先
導
し
て
い
た
だ
き
、

他
の
地
域
も
斐
川
町
の
よ
う
な
水

準
に
持
っ
て
い

く
、
斐
川
町
の

農
業
の
特
色
を

新
市
全
体
の
特

色
に
し
て
い
く

努
力
が
必
要
と

な
る
。

１
つ
の
行
政
に
お
い
て
、
２
つ

の
地
域
農
業
推
進
制
度
を
作
る
こ

と
に
な
る
が
、
そ
れ
が
可
能
な
の

か
ど
う
か
。

会
長
の
回
答

そ
れ
は
可
能
で
あ
る
。
各
農
協
で

の
施
策
に
対
応
し
た
予
算
措
置
を

し
、
支
所
に
お
い
て
そ
の
地
区
の
農

業
振
興
策
を
推
進
し
て
い
き
、
そ
れ

を
本
庁
も
支
援
す
る
と
い
う
形
で
行

っ
て
い
く
。
こ
の
協
議
会
で
確
認
し

た
こ
と
は
、
必
ず
実
現
し
て
い
く
。

３．

農
業
振
興
地
域
整
備
計
画

合
併
後
に
予
想
さ
れ
る
県
の
基
本

方
針
の
変
更
に
基
づ
き
、
速
や
か
に

策
定
す
る
。

４．

農
振
除
外

農
業
振
興
地
域
の
整
備
に
関
す
る

法
律
第
１３
条
に
定
め
る
要
件
及
び
農

業
振
興
地
域
制
度
に
関
す
る
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
を
遵
守
す
る
と
と
も
に
、
除

外
基
準
の
明
確
化
を
図
る
。

除
外
申
請
受
付
に
つ
い
て
は
、
年

２
回（
２
月
と
８
月
）と
し
、
受
付
期

間
は
、そ
れ
ぞ
れ
１
ヶ
月
間
と
す
る
。

５．

農
業
振
興
地
域
整
備
促
進

協
議
会

新
市
に
お
い
て
設
立
し
、
委
員
構

成
は
、
議
会
議
員
、
農
業
委
員
、
土

地
改
良
区
、
森
林
組
合
、
い
ず
も
農

協
、
斐
川
町
農
協
等
２
市
５
町
の
現

在
の
構
成
を
踏
ま
え
て
構
成
す
る
。

６．

農
地
の
集
積
・
流
動
化

新
市
に
お
い
て
調
整
し
基
本
方
針

を
定
め
る
。推
進
体
制
に
つ
い
て
は
、

新
市
の
地
域
農
業
推
進
体
制
を
再
編

す
る
中
で
調
整
を
図
る
。

ま
た
、
農
業
委
員
会
と
の
連
携
を
強

化
し
な
が
ら
流
動
化
を
進
め
る
よ
う
、

市
が
積
極
的
に
施
策
を
展
開
す
る
。

各
種
事
務
事
業
（
農
林
関
係
そ

の
１
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
４２
号
（
決
定
）

第
6
回
協
議
会
で
提
案

各
種
事
務
事
業
（
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
関
係
そ
の
２
）
の
取
扱
い

に
つ
い
て
【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
８９
号
（
決
定
）

第
１１
回
協
議
会
で
提
案

各
種
事
務
事
業
（
行
政
改
革
大

綱
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て
【
合

併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
８７
号
（
決
定
）

第
6
回
協
議
会
で
提
案

各
種
事
務
事
業
（
保
育
関
係
そ

の
２
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
８８
号
（
決
定
）

第
１１
回
協
議
会
で
提
案

各
種
事
務
事
業
（
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
関
係
そ
の
３
）
の
取
扱
い

に
つ
い
て
【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
９０
号
（
決
定
）

第
１１
回
協
議
会
で
提
案

新市における行政改革の推進の考え方 

【行政改革方針】 

新市における行政改革の推進の考え方 新市における行政改革の推進の考え方 

　新市まちづくり大綱（「２１世紀出雲の國つく
り計画」に掲載）に掲げる、次の視点で新市に
おける行政改革を推進し、地方分権時代に対応
するまちづくりの実現を図る。 

◆自己決定・自己責任を基本として、多様化、高度
化するニーズ、新たな行政需要に機動的、弾力的
に対応できる行財政運営に努める。 

◆行政組織のスリム化、人員の適正化、事務事業の
見直し、民間委託など徹底した行財政改革に取り
組み、簡素で効率的、長期的に安定した行財政運
営を進める。 

◆歳出全般にわたる徹底した削減と限られた財源の
重点配分に努めるとともに、行政サービス水準の
明確化を図り、適正な受益と負担の関係を確立する。 

◆総合的かつ個性的な施策・事業を展開し、定住・
交流人口の増加、地域経済・産業の発展により財
政基盤の強化を図る。 

【行政改革方針】 【行政改革方針】 

人材育成・定員管理の推進と給与の適正化 

１．事務事業の見直し 
２．時代に即応した組織・機構の見直し 
３．民間委託の推進 
４．公共施設の効率的管理運営 
５．外郭団体の見直し 
 
 
１．適正な定員管理の推進 
２．給与等の適正化 
３．人材育成の基本方針の策定 
４．職員研修の充実 
 
 
１．情報化施策の推進 
２．庁内情報基盤等の整備 
３．情報リテラシー（情報活用能力）の向上 
 
 
１．財政運営の健全化 
２．補助金・負担金の整理合理化 
３．使用料・手数料等の適正化 

行政の効率化 

財政運営の健全化 
 

情報化の推進 



出雲地区合併協議会だより Vol.10

⑦

７．

農
地
流
動
化
奨
励
補
助
金

国
・
県
の
動
向
を
踏
ま
え
た
新
た

な
制
度
を
定
め
る
。

８．

農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
基

本
構
想

県
基
本
方
針
の
変
更
を
受
け
、
新

市
の
基
本
構
想
を
策
定
す
る
。

９．

新
規
就
農
者
及
び
農
業
後
継

者
の
育
成
・
支
援

斐
川
町
の
指
導
体
制
及
び
事
業
を

基
本
に
、
新
市
に
お
い
て
制
度
の
拡

充
を
図
る
。

１０．

認
定
農
業
者
の
認
定
基
準

国
の
制
度
見
直
し
を
受
け
、
新
市

の
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
基
本
構

想
の
策
定
に
併
せ
て
、
新
た
な
基
準

を
定
め
る
。

１１．

農
業
法
人
・
集
落
営
農
組
織

の
育
成
・
支
援
体
制

新
市
に
お
い
て
再
編
す
る
。

◇
議
案
第
４
３
号
（
決
定
）

１．

水
田
農
業
の
振
興

水
田
農
業
の
推
進
及
び
米
の
生
産

調
整
に
関
す
る
基
本
的
方
針
及
び
支
援

策
等
に
つ
い
て
は
、
平
成
１５
年
度
に

農
協
を
単
位
と
し
て
地
域
水
田
農
業

ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
中
で
定
め
、

新
市
に
引
き
継
ぐ
。
こ
の
場
合
、
２

つ
の
農
協
体
制
の
中
で
そ
れ
ぞ
れ
の

特
色
を
生
か
し
、
新
市
農
業
全
体
の

一
層
の
発
展
を
図
る
。

２．

が
ん
ば
る
島
根
農
林
総
合
事

業
上
乗
せ
補
助

新
市
に
移
行
後
、
２
市
５
町
の
そ

れ
ぞ
れ
の
ニ
ー
ズ
、
特
色
に
合
っ
た

新
た
な
制
度
と
し
て
再
編
す
る
。

３．

地
産
地
消
の
推
進
事
業

米
消
費
拡
大
対
策
や
各
地
域
で

行
わ
れ
て
い
る
取
り
組
み
、
事
業

に
つ
い
て
は
、
新
市
に
引
き
継
ぐ

こ
と
と
し
、
合
併
後
新
市
の
基
本

方
針
、
施
策
を
検
討
す
る
中
で
推

進
を
図
る
。

４．

食
の
ま
ち
づ
く
り
計
画

当
面
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き

継
ぎ
、
合
併
後
、
新
市
で
条
例
化
を

含
め
検
討
す
る
。

５．

バ
イ
オ
マ
ス
利
活
用
計
画

各
市
町
の
現
在
の
取
り
組
み
を
新

市
に
引
き
継
ぎ
、
合
併
後
、
バ
イ
オ

マ
ス
利
活
用
の
あ
り
方
、
そ
の
具
体

策
等
を
検
討
す
る
中
で
推
進
を
図

る
。

６．

特
産
物
の
振
興

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
平
成
１７
年
度
に
、
地
域
の
特
産

物
を
振
興
発
展
さ
せ
る
支
援
策
を
新

た
に
制
度
化
す
る
。

７．

野
菜
の
価
格
補
償
制
度

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
平
成
１７
年
度
に
新
た
に
制
度
化

す
る
。

各
種
事
務
事
業
（
農
林
関
係
そ

の
２
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
４３
号
（
決
定
）

第
7
回
協
議
会
で
提
案

社会体育施設管理運営・使用料徴収金額表（体育館の場合） 
区　分 

基本事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

営業日等 

 

 

年間計画 

利用調整 

 

 

 

 

申請方法 

 

 

 

 

 

 

 

使 用 料 

施設用途 

施設区分 

 

対象施設 

 

 

 

 

 

 

休館日 

開館時間 

利用可能時間 

利用調整の要否 

調整対象 

 

 

 

 

申請方法 

 

受付期間 

 

 

 

使用料納付方法 

 

施設使用料 

（占用の場合） 

 

 

 

 

 

備品使用料 

減免制度 

項　目 項　目 項　目 項　目 

体育館 
体育館① 

（1，300㎡以上） 
体育館② 

（660㎡～1，299㎡） 
体育館③ 

（659㎡以下） 

斐川町立第1体育館  
平田市立体育館 

斐川町立第2体育館  
斐川勤労者体育館（アクティーひかわ）  
湖陵勤労者体育センター  
佐田町体育館  
出雲市体育館  
サン・アビリティーズいずも  
多伎町体育館 

出雲市西部体育館  
多伎勤労者体育センター 

年中無休 

8：30～22：00

9：00～22：00（大会等の場合は別途対応） 
要 

①下記団体の主催・主管大会等  
　・体育（レクリエーション）協会加盟団体  
　・スポーツ少年団本部  
　・小体連・中体連・高体連  
②その他首長が認めるもの 

①予約（電話可）  
②申請書の提出 

①一般利用の場合  
　・使用日の属する月の前月初日から。  
②大会利用の場合  
　・開催日が属する月の1年前から。 

①申請時又は使用日までに前納（現金）  
②必要な場合は請求書・納付書を発行 

①使用料（照明使用料を含む・全面の場合） 
　・1，500円／時間  
②その他  
　・営利目的の場合、基本使用料の3倍額 
③消費税は内税 

①新市に所属する下記団体の活動（全額免除）  
　・体育（レクリエーション）協会加盟組織  
　・スポーツ少年団  
　・地域スポーツクラブ（総合型）  
②その他市長が認めるもの（全額・半額免除） 

①使用料（照明使用料を含む・全面の場合） 
　・1，000円／時間  
②その他  
　・営利目的の場合、基本使用料の3倍額 
③消費税は内税 

個人利用の場合100円／時間  
（但し、運営上可能な施設に限る。） 

無　　料 

①使用料（照明使用料を含む・全面の場合） 
　・500円／時間  
②その他  
　・営利目的の場合、基本使用料の3倍額 
③消費税は内税 

※1　①は、地域における社会体育の振興を目的としてあらかじめ事業計画に盛
り込まれたものに限る。但し、別途に事業費補助等を受ける大会等を除く。 

※2　その他認めるもの（別途申請により認定）  
　　　○身体障害者の利用  
　　　○公共的な事業・行事（公民館・小中学校・体育指導委員協議会 ほか） 

別  表 
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⑧

◇
議
案
第
９
１
号
（
決
定
）

１．

市
町
単
独
利
子
補
給
制
度

斐
川
町
新
規
就
農
促
進
支
援
事
業
に

伴
う
利
子
補
給
制
度
を
基
本
に
、
新
市

に
お
い
て
速
や
か
に
制
度
化
す
る
。

２．

農
林
水
産
イ
ベ
ン
ト

出
雲
市
の
「
出
雲
『
花
と
緑
』
総

合
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
及
び
斐
川
町

の「
斐
川
町
農
業
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
新
市

に
引
き
継
ぐ
。

３．

農
業
公
社

斐
川
町
農
業
公
社
及
び
グ
リ
ー
ン

サ
ポ
ー
ト
斐
川
に
つ
い
て
は
、
現
行

の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

４．

地
域
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

平
田
市
地
域
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
合
併
後
調
整
す
る
。

５．

結
婚
相
談
所
助
成

い
ず
も
農
協
及
び
斐
川
町
農
協
の

各
結
婚
相
談
所
へ
の
助
成
制
度
に
つ

い
て
は
、
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

６．

畜
産
振
興
事
業

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
平
成
１７
年
度
に
お
い
て
、
地
域

の
実
情
や
取
り
組
み
の
状
況
を
考
慮

し
、
新
た
に
制
度
化
す
る
。

７．

家
畜
排
泄
物
処
理
活
用
対
策

佐
田
町
堆
肥
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
と
お

り
新
市
に
引
き
継

ぐ
。
家
畜
排
泄
物

の
処
理
活
用
に
つ

い
て
は
、
合
併
後

新
市
で
方
針
を
策

定
す
る
。

８．

代
替
水
源
対
策
（
宍
道
湖
・
中

海
淡
水
化
に
替
わ
る
農
業
用
水
確
保

対
策
）

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

９．

土
地
改
良
区

現
行
の
と
お
り
と
し
、
合
併
後
、

将
来
の
統
合
に
向
け
て
検
討
す
る
。

各
市
町
の
土
地
改
良
区
事
務
運
営

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
引
き

継
ぎ
、
合
併
後
調
整
す
る
。
斐
川
町

の
特
別
賦
課
事
務
補
助
金
は
、
同
事

務
終
了
ま
で
継
続
す
る
。

１０．

農
林
関
係
事
業
受
益
者
分
担
金

（１）

新
市
の
分
担
金
は
、
平
成
１７
年
度

以
降
に
新
規
事
業
採
択
さ
れ
る
も
の

か
ら
適
用
し
、
平
成
１６
年
度
以
前
に

事
業
採
択
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
と
お
り
と
す
る
。

ま
た
、
宍
道
湖
・
中
海
淡
水
化
事

業
中
止
に
伴
う
事
業
に
つ
い
て

は
、
合
併
ま
で
に
決
定
さ
れ
る
分

担
金
を
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

（２）

新
市
に
お
い
て
は
、
公
共
性
の

高
い
、「
農
道
」（
ほ
場
整
備
時
の

支
線
的
農
道
を
除
く
）、「
排
水
路
」

（
ほ
場
整
備
時
の
支
線
的
排
水
路

を
除
く
）、「
幹
線
用
水
路
」
及
び

「
た
め
池
」
の
整
備
に
つ
い
て
は
、

分
担
金
を
徴
収
し
な
い
。

（３）
県
営
土
地
改
良
事
業
及
び
県
単
県

営
緊
急
地
す
べ
り
対
策
事
業
に
伴

う
受
益
者
分
担
金

事
業
費
か
ら
国
庫
補
助
金
及
び

県
負
担
金
を
控
除
し
た
額
の

１
／
３
と
す
る
。
な
お
、
県
単
県

営
緊
急
地
す
べ
り
対
策
事
業
に
つ

い
て
は
、
受
益
者
の
状
況
等
に
応

じ
た
減
免
措
置
に
つ
い
て
新
市
に

お
い
て
検
討
す
る
。

（４）
市
営
土
地
改
良
事
業
に
伴
う
受
益

者
分
担
金

事
業
費
か
ら
国
・
県
の
補
助
金

を
控
除
し
た
額
の
１
／
３
と
す

る
。

（５）
農
地
の
災
害
復
旧
事
業
に
伴
う
受

益
者
分
担
金

中
山
間
地
域
に
あ
っ
て
は
、
事

業
費
の
４
％
と
し
、
中
山
間
地
域

以
外
の
地
域
に
あ
っ
て
は
、
事
業

費
か
ら
国
・
県
の
補
助
金
を
控
除

し
た
額
の
１
／
２
と
す
る
。

（６）
農
業
用
施
設
の
災
害
復
旧
事
業
に

伴
う
受
益
者
分
担
金

徴
収
し
な
い
。

（７）
林
地
崩
壊
防
止
事
業
に
伴
う
受
益

者
分
担
金

事
業
費
か
ら
国
・
県
の
補
助
金

を
控
除
し
た
額
の
１
／
２
と
し
、

受
益
者
の
状
況
等
に
応
じ
た
減
免

措
置
に
つ
い
て
新
市
に
お
い
て
検

討
す
る
。

（８）
緊
急
・
軽
微
な
修
繕

予
算
の
範
囲
内
で
修
繕
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
原
材
料
支
給
及

び
重
機
借
上
料
支
給
を
実
施
す
る
。

◇
議
案
第
９
２
号
（
決
定
）

１．

森
林
整
備
計
画

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぎ
、

新
市
に
お
い
て
総
合
調
整
を
図
り
、

新
た
な
森
林
整
備
計
画
を
策
定
す
る
。

２．

斐
伊
川
水
系
水
源
の
森
づ
く

り
森
林
整
備
協
定

森
林
整
備
協
定
の
目
標
面
積
、
相

互
交
流
事
業
は
、新
市
に
引
き
継
ぐ
。

３．

林
業
振
興
事
業

＊
出
雲
ふ
る
さ
と
の
森
再
生
事
業

新
市
に
引
き
継
ぐ
。

＊
利
用
間
伐
促
進
奨
励
事
業

新
市
に
引
き
継
ぎ
、
出
雲
市
、
佐

田
町
及
び
多
伎
町
の
例
に
よ
り
新
市

で
新
た
に
制
度
化
す
る
。

４．

森
林
病
害
虫
防
除

松
く
い
虫
防
除
の
空
中
散
布
及
び

伐
倒
駆
除
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
引

き
継
ぎ
、
新
市
に
お
い
て
事
業
計
画

や
実
施
方
法
な
ど
を
検
討
す
る
。

５．

分
収
造
林

市
行
・
町
行
造
林
、
公
社
造
林
及

び
官
行
・
公
団
・
県
行
造
林
事
業
に

つ
い
て
は
、
各
市
町
の
契
約
を
現
行

の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

６．

森
林
整
備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
制
度

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぐ
。
な
お
、
対
象
と
な
る
森
林
に
つ

い
て
は
、新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。

７．

林
業
後
継
者
対
策

＊
緑
の
担
い
手
育
成
事
業

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。

＊
グ
リ
ー
ン
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
研
修

受
講
者
手
当
助
成

出
雲
市
及
び
佐
田
町
の
例
に
よ
り

統
一
す
る
。

８．

樹
医
制
度

現
行
の
出

雲
市
樹
医
制

度
を
新
市
に

引
き
継
ぐ
。

９．

作
業
道
整
備

作
業
道
の
開
設
補
助
及
び
維
持
管

理
体
制
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
引
き

継
ぎ
、
新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。

１０．

有
害
鳥
獣
被
害
対
策

被
害
防
除
施
設
の
助
成
制
度
に
つ

い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引

き
継
ぎ
、
新
市
に
お
い
て
制
度
化
す

る
。

１１．

森
林
公
園

使
用
料
及
び
管
理
運
営
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぐ
。

◇
議
案
第
９
３
号
（
決
定
）

１．

公
園
使
用
料
及
び
占
用
料

各
市
町
の
都
市
公
園
、
都
市
公
園
以

外
の
佐
田
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
広
場
及

び
多
伎
町
手
引
ケ
丘
公
園
の
施
設
使
用

料
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
新
市

に
引
き
継
ぐ
。
な
お
、
公
園
内
に
あ
る

ス
ポ
ー
ツ
施
設
使
用
料
に
つ
い
て
は
、

合
併
時
に
、
地
域
内
の
類
似
施
設
間
の

均
衡
が
図
ら
れ
る
よ
う
使
用
料
を
調
整

す
る
。
占
用
料
に
つ
い
て
は
、
出
雲
市

の
例
に
よ
り
統
一
す
る
。

２．

出
雲
市
営
駐
車
場
及
び
駐
輪
場

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

◇
議
案
第
９
４
号
（
決
定
）

新
市
に
お
け
る
組
織
及
び
機
構
の

取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
次
の
基
本
方

針
の
と
お
り
構
築
す
る
。

《
新
市
に
お
け
る
組
織
・
機
構
の

基
本
方
針
》

１．

総
括
方
針

（１）
行
財
政
改
革
を
積
極
的
に
実
施
で

き
る
組
織
、
機
構

（２）
新
市
移
行
後
も
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

低
下
を
き
た
さ
な
い
よ
う
に
十
分

配
慮
し
た
組
織
、
機
構

（３）
市
民
が
利
用
し
や
す
く
、
わ
か
り

や
す
い
組
織
、
機
構

（４）
市
民
の
声
を
適
正
に
反
映
す
る
こ

と
が
で
き
る
組
織
、
機
構

（５）
合
併
に
よ
る
財
政
効
果
を
発
揮
で

き
る
、
簡
素
で
効
率
的
な
組
織
、

機
構

（６）
新
市
建
設
計
画
を
円
滑
に
遂
行
で

き
る
組
織
、
機
構

（７）
指
揮
命
令
系
統
が
わ
か
り
や
す

く
、責
任
の
所
在
が
明
確
な
組
織
、

機
構

（８）
地
方
分
権
に
柔
軟
に
対
応
で
き
る

組
織
、
機
構

（９）
新
た
な
行
政
課
題
に
速
や
か
に
対

応
で
き
る
組
織
、
機
構

２．

段
階
的
整
備

（１）
合
併
当
初

管
理
機
能
を
集
約
し
つ
つ
、
従
前

の
組
織
、
機
構
を
あ
る
程
度
活
用
す

る
暫
定
的
な
組
織
、
機
構
と
し
、
事

務
事
業
調
整
等
の
進
捗
に
応
じ
逐
次

統
合
を
行
う
。

第
１３
回
協
議
会
で
の
決
定
事
項

各
種
事
務
事
業
（
農
林
関
係
そ
の

４
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て
【
合
併

協
定
項
目
24
】

議
案
第
９２
号
（
決
定
）

第
１１
回
協
議
会
で
提
案

各
種
事
務
事
業
（
都
市
計
画
関

係
そ
の
２
）
の
取
扱
い
に
つ
い

て
【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
９３
号
（
決
定
）

第
１１
回
協
議
会
で
提
案

組
織
及
び
機
構
の
取
扱
い
に
つ

い
て
【
合
併
協
定
項
目
７
】

議
案
第
９４
号
（
決
定
）

第
１２
回
協
議
会
で
提
案

各
種
事
務
事
業
（
農
林
関
係
そ

の
３
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
９１
号
（
決
定
）

第
１１
回
協
議
会
で
提
案



（２）
合
併
後
概
ね
３
年
を
経
過
し
た
時
点

行
政
改
革
方
針
及
び
定
員
適
正
化

計
画
に
沿
っ
た
適
正
な
職
員
配
置
等

に
よ
り
効
率
的
な
行
政
組
織
を
構
築

す
る
。

（３）
合
併
１０
年
経
過
後
の
支
所

基
本
的
な
機
能
は
残
し
つ
つ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
等
を
活
用
し
た
組

織
を
確
立
し
、
行
政
業
務
の
更
な
る

効
率
化
を
図
る
。

３．

個
別
整
備
方
針

（１）
本
庁
（
現
出
雲
市
役
所
）

市
全
体
に
係
る
政
策
の
推
進
、
総

合
的
な
調
整
事
務
、
管
理
事
務
、
市

全
体
と
し
て
取
り
組
む
対
外
的
な
業

務
、
各
種
行
政
委
員
会
等
（
選
挙
管

理
委
員
会
な
ど
）
及
び
議
会
の
事
務

を
所
掌
す
る
。

（２）
支
所
（
現
平
田
市
役
所
、
現
斐
川

町
・
佐
田
町
・
多
伎
町
・
湖
陵
町
・

大
社
町
の
各
役
場
）

合
併
前
の
市
町
の
区
域
を
所
管
区

域
と
し
、
窓
口
業
務
（
住
民
登
録
、

税
務
、
年
金
な
ど
）
及
び
住
民
生
活

に
密
着
し
た
業
務（
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、

公
民
館
等
の
運
営
、
生
活
道
路
・
下

水
路
修
繕
な
ど
）
を
所
掌
す
る
。

ま
た
、「
２１
世
紀
出
雲
の
國
つ
く

り
計
画
」
の
地
域
別
整
備
方
針
に
沿

っ
て
、
本
庁
と
一
体
と
な
っ
て
所
管

区
域
の
地
域
振
興
策
を
調
整
し
、
そ

の
実
現
を
図
る
。

な
お
、
旧
出
雲
市
の
区
域
に
つ
い

て
は
、
本
庁
に
支
所
機
能
を
確
保
す

る
。

＊
委
託
料

新
市
に
お
い
て
統
一
す
る
。

３．

肝
炎
ウ
ィ
ル
ス
検
査

４０
歳
以
上
に
つ
い
て
は
個
別
検
診

を
原
則
と
す
る
が
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
て
集
団
検
診
も
併
用
し
、
４０
歳

か
ら
７０
歳
ま
で
の
５
歳
刻
み
の
節
目

年
齢
及
び
検
査
結
果
を
踏
ま
え
た
要

指
導
の
者
を
対
象
に
、
Ｂ
＋
Ｃ
型
、

Ｂ
型
、
Ｃ
型
の
選
択
形
式
に
よ
り
実

施
す
る
。

３９
歳
以
下
の
者
に
つ
い
て
は
、
出

雲
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
Ｃ

型
の
み
を
実
施
す
る
。

＊
検
査
負
担
金

無
料
と
す
る
。

＊
委
託
料

新
市
に
お
い
て
統
一
す
る
。

４．

骨
粗
し
ょ
う
症
検
診

集
団
検
診
に
よ
り
、
希
望
者
全
員

に
実
施
し
、
検
診
負
担
金
に
つ
い
て

は
無
料
と
す
る
。

５．

歯
周
疾
患
検
診

個
別
検
診
を
原
則
と
す
る
が
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
集
団
検
診
も
併

用
し
、
４０
歳
・
５０
歳
の
者
を
対
象
に

実
施
す
る
。

＊
検
診
負
担
金

個
別
検
診
は
医
療
機
関
へ
の
委
託

料
の
１
割
を
負
担
、
集
団
検
診
は
無

料
と
す
る
。
い
ず
れ
の
場
合
も
、
国

民
健
康
保
険
加

入
者
、
生
活
保

護
受
給
者
、
市

民
税
非
課
税
世

帯
は
無
料
と
す

る
。

＊
委
託
料

新
市
に
お
い
て
統
一
す
る
。

６．

胃
が
ん
検
診

＊
Ｘ
線
検
査

集
団
検
診
に
よ
り
４０
歳
以
上
の
者

を
対
象
に
実
施
す
る
。
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⑨

◇
議
案
第
９
５
号
（
決
定
）

１．

情
報
公
開
制
度
・
個
人
情
報

保
護
制
度

合
併
時
に
出
雲
市
の
例
に
よ
り
統

一
す
る
。

◇
議
案
第
９
６
号
（
決
定
）

１．

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
支
援

新
市
に
お
い
て
も
引
き
続
き
支
援

を
行
う
。
た
だ
し
、
各
種
助
成
制
度

に
つ
い
て
は
、
次
の
と
お
り
調
整
す

る
。

（１）
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
助
成

自
治
会
、
町
内
会
及
び
湖
陵
町
の

区
に
対
し
て
行
っ
て
い
る
運
営
費
助

成
は
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き

継
ぎ
、
平
成
１８
年
度
か
ら
事
業
及
び

活
動
助
成
制
度
を
創
設
す
る
。

（２）
集
会
所
建
設
費
補
助
・
防
犯
灯
設
置

補
助
・
ふ
る
さ
と
広
場
設
置
事
業

出
雲
市
の
制
度
を
新
市
に
引
き
継

ぐ
。
た
だ
し
、
具
体
的
な
要
件
に
つ

い
て
は
、新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。

２．

行
政
連
絡
員
制
度

各
市
町
の
現
行
制
度
を
新
市
に
引

き
継
ぎ
、
新
市
に
お
い
て
統
一
に
向

け
検
討
す
る
。

◇
議
案
第
９
７
号
（
決
定
）

１．

健
康
増
進
施
設
事
業

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
利
用
促
進
や
効
率
的
運
営
に

つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
検
討

す
る
。

施
設
利
用
料
金
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

２．

基
本
健
康
診
査

個
別
健
診
を
原
則
と
す
る
が
、
地

域
の
実
情
に
応
じ
て
集
団
健
診
も
併

用
し
、
１８
歳
以
上
の
者
を
対
象
に
実

施
す
る
。
選
択
項
目
に
つ
い
て
は
、

眼
底
検
査
の
み
と
す
る
。

＊
診
査
負
担
金

医
療
機
関
へ
の
委
託
料
の
１
割
を

負
担
す
る
こ
と
と
し
、
国
民
健
康
保

険
加
入
者
、
７０
歳
以
上
の
高
齢
者
、

生
活
保
護
受
給
者
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
は
無
料
と
す
る
。

＊
血
液
検
査

個
別
検
診
で
４０

歳
以
上
の
者
を
対

象
に
実
施
す
る
が
、

モ
デ
ル
事
業
と
し

て
１，
０
０
０
人
限

定
と
し
抽
選
で
実

施
す
る
。

＊
検
診
負
担
金

医
療
機
関
へ
の
委
託
料
の
２
割
を

負
担
す
る
こ
と
と
し
、
国
民
健
康
保

険
加
入
者
、
７０
歳
以
上
の
高
齢
者
、

生
活
保
護
受
給
者
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
は
無
料
と
す
る
。

＊
委
託
料

新
市
に
お
い
て
統
一
す
る
。

７．

肺
が
ん
検
診

集
団
検
診
に
よ
り
４０
歳
以
上
の
希

望
者
を
対
象
に
実
施
す
る
。

＊
検
診
負
担
金

医
療
機
関
へ
の
委
託
料
の
２
割
を

負
担
す
る
こ
と
と
し
、
国
民
健
康
保

険
加
入
者
、
７０
歳
以
上
の
高
齢
者
、

生
活
保
護
受
給
者
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
は
無
料
と
す
る
。

＊
委
託
料

新
市
に
お
い
て
統
一
す
る
。

８．

乳
が
ん
検
診

＊
触
診

集
団
検
診
に
よ
り
、
３０
歳
以
上
の

女
性
を
対
象
に
実
施
す
る
。

＊
Ｘ
線
検
査

個
別
検
診
に
よ
り
、
４５
歳
以
上
の

女
性
を
対
象
に
実
施
す
る
。

＊
検
診
負
担
金

触
診
に
つ
い
て
は
無
料
と
し
、
Ｘ
線

検
査
に
つ
い
て
は
、
医
療
機
関
へ
の
委

託
料
の
２
割
を
負
担
す
る
こ
と

と
し
、
国
民
健
康
保
険
加
入
者
、
７０
歳

以
上
の
高
齢
者
、
生
活
保
護
受
給
者
、

市
民
税
非
課
税
世
帯
は
無
料
と
す
る
。

＊
委
託
料

新
市
に
お
い
て
統
一
す
る
。

９．

子
宮
ガ
ン
検
診

個
別
検
診
を
原
則
と
す
る
が
、
地
域

の
実
情
に
応
じ
て
集
団
検
診
も
併
用
し
、

３０
歳
以
上
の
女
性
を
対
象
に
実
施
す
る
。

＊
検
診
負
担
金

医
療
機
関
へ
の
委
託
料
の
２
割
を

負
担
す
る
こ
と
と
し
、
国
民
健
康
保

険
加
入
者
、
７０
歳
以
上
の
高
齢
者
、

生
活
保
護
受
給
者
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
は
無
料
と
す
る
。

＊
委
託
料

新
市
に
お
い
て
統
一
す
る
。

１０．

大
腸
が
ん
検
診

検
体
を
医
療
機
関
へ
郵
送
す
る
方

法
に
よ
り
、
４０
歳
以
上
の
者
を
対
象

に
実
施
す
る
。

＊
検
診
負
担
金

郵
送
料（
申
し
込
み
葉
書
代
５０
円
）

の
み
の
負
担
と
す
る
。

＊
委
託
料

新
市
に
お
い
て
統
一
す
る
。

１１．

前
立
腺
が
ん
検
診

集
団
検
診
、
個
別
検
診
の
併
用
に

よ
り
、
５０
歳
・
５５
歳
・
６０
歳
の
男
性

を
対
象
に
基
本
健
康
診
査
の
際
に
併

行
し
て
実
施
す
る
。

＊
検
診
負
担
金

医
療
機
関
へ
の
委
託
料
の
２
割
を

負
担
す
る
こ
と
と
し
、
国
民
健
康
保

険
加
入
者
、
７０
歳
以
上
の
高
齢
者
、

生
活
保
護
受
給
者
、
市
民
税
非
課
税

世
帯
は
無
料
と
す
る
。

＊
委
託
料

新
市
に
お
い
て
統
一
す
る
。

各
種
事
務
事
業
（
情
報
公
開
関

係
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て
【
合

併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
９５
号
（
決
定
）

第
１２
回
協
議
会
で
提
案

各
種
事
務
事
業
（
保
健
事
業
関

係
そ
の
３
）
の
取
扱
い
に
つ
い

て
【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
９７
号
（
決
定
）

第
１２
回
協
議
会
で
提
案

各
種
事
務
事
業
（
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
行
政
連
絡
員
関
係
）

の
取
扱
い
に
つ
い
て
【
合
併
協

定
項
目
24
】

議
案
第
９６
号
（
決
定
）

第
１２
回
協
議
会
で
提
案



１２．

人
間
ド
ッ
ク

個
別
検
診
に
よ
り
、
国
保
加
入
者

の
う
ち
３０
歳
か
ら
６５
歳
ま
で
の
５
歳

刻
み
の
年
齢
の
者
を
対
象
に
８
０
０

人
を
限
度
に
実
施
す
る
。

医
療
機
関
ご
と
の
検
査
項
目
の
差

異
に
つ
い
て
は
、
新
市
移
行
後
に
可

能
な
限
り
整
合
性
を
図
り
つ
つ
、
受

診
者
に
選
択
と
抽
選
の
機
会
を
供
す

る
こ
と
に
よ
り
対
処
す
る
こ
と
と

し
、
当
面
の
間
は
現
状
の
ま
ま
と
す

る
。

＊
負
担
金

医
療
機
関
へ
の
委
託
料
の
２
割
を

負
担
す
る
こ
と
と
し
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
は
無
料
と
す
る
。

＊
委
託
料

同
一
項
目
の
も
の
に
つ
い
て
は
新

市
に
お
い
て
統
一
す
る
。

１３．

脳
ド
ッ
ク

個
別
健
診
に
よ
り
、
国
保
加
入
者

の
う
ち
４０
歳
か
ら
６９
歳
ま
で
の
年
齢

の
者
を
対
象
に
５
０
０
人
を
限
度
と

し
て
実
施
す
る
。

医
療
機
関
ご
と
の
検
査
項
目
の
差

異
に
つ
い
て
は
、
新
市
移
行
後
に
可

能
な
限
り
整
合
性
を
図
り
つ
つ
、
受

診
者
に
選
択
と
抽
選
の
機
会
を
供
す

る
こ
と
に
よ
り
対
処
す
る
こ
と
と

し
、
当
面
の
間
は
現
状
の
ま
ま
と
す

る
。

＊
負
担
金

医
療
機
関
へ
の
委
託
料
の
２
割
を

負
担
す
る
こ
と
と
し
、
市
民
税
非
課

税
世
帯
は
無
料
と
す
る
。

＊
委
託
料

同
一
項
目
の
も
の
に
つ
い
て
は
新

市
に
お
い
て
統
一
す
る
。

◇
議
案
第
９
８
号
（
決
定
）

１．

病
院
、
診
療
所
使
用
料
・
手

数
料

平
田
市
立
病
院
に
つ
い
て
は
、
現

行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぎ
、
診

療
所
に
つ
い
て
は
、
平
田
市
の
例
に

よ
り
統
一
す
る
。

◇
議
案
第
９
９
号
（
決
定
）

１．

障
害
者
団
体
補
助
事
業

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
新
市
に
お
い
て
新
た
な
補
助
基

準
を
設
け
継
続
し
て
実
施
す
る
。

◇
議
案
第
１
０
０
号
（
決
定
）

１．

高
齢
者
介
護
手
当
等
支
給
事
業

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぐ
。
た
だ
し
、
介
護
の
社
会
化
、
介

護
保
険
サ
ー
ビ
ス
の
定
着
・
普
及
の

観
点
か
ら
、
平
成
１６
年
度
を
も
っ
て

事
業
は
廃
止
す
る
。

◇
議
案
第
１
０
１
号

１．

地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

事
業

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

２．

母
子
家
庭
等
入
学
祝
金

新
市
に
お

い
て
新
た
な

給
付
基
準
を

定
め
て
継
続

実
施
す
る
。

◇
議
案
第
１
０
２
号

１．

社
会
福
祉
協
議
会
運
営
費
助
成

新
市
で
統
合
設
置
さ
れ
る
社
会
福

祉
協
議
会
に
つ
い
て
は
、
地
域
福
祉

の
中
心
的
役
割
を
明
確
に
し
、
事
業

内
容
に
見
合
っ
た
運
営
費
（
人
件
費

等
）
助
成
を
合
併
時
ま
で
に
検
討
す

る
。

２．

社
会
福
祉
施
設
整
備
費
補
助

事
業

次
の
内
容
を
基
本
と
す
る
要
綱
を
新

市
で
策
定
し
、
整
備
費
助
成
を
行
う
。

《
対
象
施
設
》

新
市
で
策
定
す
る
各
種
施
設
整
備

計
画
に
基
づ
き
整
備
す
る
社
会
福
祉

施
設
等
。

《
補
助
内
容
》

①
新
築
・
改
築
・
増
築

国
庫
補
助
基
準
額
ま
た
は
民
間

補
助
金
の
補
助
基
準
額
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
国
県
補
助
額
ま
た
は
民
間
補

助
金
額
を
控
除
し
た
額
を
補
助
額

と
す
る
。

３．

公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー

（１）
施
設

公
民
館
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

ー
（
以
下
「
公
民
館
等
」
と
い
う
。）

に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
新
市

に
引
き
継
ぐ
。

た
だ
し
、
斐
川
町
中
央
公
民
館
と

佐
田
町
中
央
公
民
館
は
、
文
化
施
設

と
し
て
活
用
す
る
。

（２）
運
営

公
民
館
等
が
行
っ
て
い
る
業
務

は
、
現
状
の
と
お
り
維
持
・
継
続
し

て
い
く
。

公
民
館
等
の
あ
り
方
や
統
廃
合
等

の
問
題
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
移
行

後
、
専
門
の
諮
問
機
関
を
設
置
し
、

住
民
（
代
表
）
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
検
討
す
る
。

合
併
時
か
ら
新
た
な
制
度
が
創
設

さ
れ
る
ま
で
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

①
管
理
・
維
持
に
関
す
る
地
元
負
担

金
は
徴
収
し
な
い
。

②
住
民
利
用
に
つ
い
て
、
施
設
の
使

用
料
及
び
冷
暖
房
費
は
徴
収
し
な

い
。

③
営
利
を
目
的
と
す
る
行
為（
団
体
）

に
は
使
用
さ
せ
な
い
。

た
だ
し
、
ホ
ー
ル
を
有
し
、
現

在
有
料
の
施
設
は
、
使
用
料
条
例

を
制
定
し
、
貸
し
出
す
も
の
と
す

る
。

（３）
生
涯
学
習
事
業

公
民
館
等
に
お
け
る
生
涯
学
習
事

業
に
つ
い
て
は
、
事
業
実
施
の
た
め

の
補
助
を
行
い
、
充
実
を
図
る
。
た

だ
し
、
現
在
直
営
で
行
っ
て
い
る
公

民
館
に
つ
い
て
は
、
合
併
後
当
分
の

間
は
直
接
執
行
す
る
。

４．

生
涯
学
習
関
連
施
設
・
生
涯

学
習
関
連
施
設
使
用
料

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

５．

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進
事
業

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぐ
。ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
推
進
に
つ
い
て

は
、
現
在
の
出
雲
市
総
合
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を
新
市
の
拠
点
施
設

と
し
、
公
民
館
等
で
活
動
し
て
い
る

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
を
図
り
つ

つ
調
整
す
る
。

１．

ス
ポ
ー
ツ
関
係
法
人

現
行
の
法
人
と
の
関
わ
り
を
維
持

し
、
新
市
に
お
い
て
次
の
方
針
を
踏

ま
え
た
施
策
の
整
理
・
推
進
を
図

る
。

（１）
ス
ポ
ー
ツ
関
係
法
人
の
果
た
す
べ

き
役
割
と
活
動
範
囲
（
対
象
地

域
・
事
業
）を
整
理
・
調
整
す
る
。

（２）
ス
ポ
ー
ツ
振
興
事
業
の
自
立
的

な
展
開
・
体
制
の
確
立
に
向
け

た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
役
割
向
上
と
活
動

の
活
性
化
を
積
極
的
に
誘
導
・
支

援
す
る
。

２．

体
育
諸
団
体
（
体
育
協
会
、
生

涯
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協

会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
本
部
）

次
の
方
針
に
基
づ
き
、
新
市
を
統

括
す
る
組
織
の
設
立
と
円
滑
な
運
営

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
新
市
統
括

組
織
の
機
構
、
役
割
を
踏
ま
え
、
従

来
の
地
域
活
動
が
後
退
す
る
こ
と
が

な
い
よ
う
支
援
体
制
を
維
持
し
て
い

く
。

（１）
現
市
町
に
お
け
る
関
係
団
体
の
意

向
、
組
織
体
制
等
を
踏
ま
え
、
新

市
の
統
括
的
組
織
・
機
構
の
設
立

に
向
け
、
情
報
提
供
、
意
見
調
整

等
の
支
援
を
行
う
。
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各
種
事
務
事
業
（
病
院
、
診
療

所
関
係
そ
の
２
）
の
取
扱
い
に

つ
い
て
【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
９８
号
（
決
定
）

第
１２
回
協
議
会
で
提
案

各
種
事
務
事
業
（
障
害
者
福
祉

関
係
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
９９
号
（
決
定
）

第
１２
回
協
議
会
で
提
案

各
種
事
務
事
業
（
高
齢
者
福
祉

関
係
そ
の
２
）
の
取
扱
い
に
つ

い
て
【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
１００
号
（
決
定
）

第
１２
回
協
議
会
で
提
案

各
種
事
務
事
業
（
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
関
係
そ
の
４
）
の
取
扱
い

に
つ
い
て
【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
１０４
号
（
決
定
）

第
１２
回
協
議
会
で
提
案

各
種
事
務
事
業
（
児
童
福
祉
関

係
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て
【
合

併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
１０１
号

第
１２
回
協
議
会
で
提
案

⑩

各
種
事
務
事
業
（
そ
の
他
福
祉

関
係
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
１０２
号

第
１２
回
協
議
会
で
提
案

た
だ
し
、
施
設
種
別
に
よ
り
運
営

費
に
借
入
金
償
還
金
財
源
が
含
ま
れ

な
い
場
合
な
ど
に
お
い
て
、
補
助
金

を
上
乗
せ
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の

と
す
る
。

②
拡
張
、
大
規
模
修
繕
等

整
備
費
が
当
該
施
設
の
年
間
運
営

費
の
５
％
以
上
の
場
合
に
限
り
、
そ

の
整
備
費
か
ら
国
県
等
の
補
助
金
を

控
除
し
た
額
の
１
／
２
を
補
助
額
と

す
る
。

１．

成
人
式

新
市
の
新
成
人
全
て
を
対
象
に
一

堂
に
会
し
た
成
人
式
を
１
月
に
開
催

す
る
。

２．

社
会
教
育
関
係
団
体
等
へ
の

補
助
金

（１）
青
少
年
健
全
育
成
市
民
会
議
補
助
金

現
在
あ
る
市
・
町
民
団
体
を
統
一

す
る
こ
と
と
し
、
補
助
金
に
つ
い
て

は
、
新
市
に
お
い
て
新
た
に
制
度
化

す
る
。

（２）
各
種
団
体
へ
の
補
助
（
青
年
団
体
、

女
性
団
体
、
成
人
団
体
等
）

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
新
市
に
お
い
て
新
た
な
補
助
基

準
を
設
け
調
整
す
る
。

各
種
事
務
事
業
（
生
涯
学
習
関

係
そ
の
２
）
の
取
扱
い
に
つ
い

て
【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
１０３
号
（
決
定
）

第
１２
回
協
議
会
で
提
案



（２）
現
市
町
に
お
け
る
関
係
団
体
の
現

行
事
業
の
継
続
的
展
開
と
地
域
間

の
連
携
・
調
整
に
よ
る
新
た
な
事

業
及
び
交
流
の
拡
大
を
推
進
す

る
。

（３）
新
市
統
括
組
織
の
機
構
、
役
割
を

踏
ま
え
、
自
立
的
な
活
動
を
維

持
・
推
進
で
き
る
事
務
局
人
員
が

確
保
で
き
る
よ
う
措
置
す
る
。

３．

体
育
諸
団
体
運
営
費
補
助
金

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
新
市
に
お
い
て
次
の
方
針
に
基

づ
く
新
た
な
補
助
基
準
を
設
け
て
調

整
す
る
。

（１）
運
営
費
補
助
金
の
交
付
は
、
新
市
に

お
け
る
統
括
団
体
に
対
し
て
行
う
。

（２）
地
域
に
お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
事
業
が

後
退
し
な
い
よ
う
、
活
動
実
績
を

考
慮
す
る
。

（３）
地
域
間
・
部
門
間
の
均
衡
を
失
し

な
い
よ
う
、
対
象
構
成
員
規
模
等

を
考
慮
す
る
。

（４）
当
該
団
体
の
組
織
体
制
並
び
に
新

市
の
機
構
・
施
策
と
の
関
わ
り
等

を
考
慮
す
る
。

（５）
新
市
全
域
を

対
象
と
す
る

事
業
は
、
新

市
の
ス
ポ
ー

ツ
振
興
事
業

と
し
て
支
援
す
る
。

◇
議
案
第
１
０
５
号
（
決
定
）

１．

文
化
施
設
事
業

現
在
各
施
設
で
行
っ
て
い
る
文
化

事
業
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り

新
市
に
引
き
継
ぎ
、
新
市
の
総
合
的

な
文
化
施
策
を
検
討
す
る
中
で
調
整

す
る
。

運
営
形
態
（
組
織
等
）
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
新
市
に

お
い
て
検
討
す
る
。

休
館
日
や
予
約
方
法
等
の
運
営
規

定
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り
新

市
に
引
き
継
ぎ
、
新
市
に
お
い
て
調

整
す
る
。

２．

文
化
施
設
使
用
料

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぐ
。た

だ
し
、
類
似
施
設
間
で
相
当
の

格
差
が
あ
る
施
設
に
つ
い
て
は
、
合

併
時
ま
で
に
調
整
す
る
。

ま
た
、
減
免
制
度
に
つ
い
て
は
、

地
域
の
教
育
・
文
化
の
振
興
に
寄
与

す
る
公
益
的
団
体
及
び
事
業
を
対
象

と
し
て
、
合
併
時
ま
で
に
そ
の
基
準

を
調
整
す
る
。

◇
議
案
第
１
０
６
号
（
決
定
）

１．

義
務
教
育
就
学
奨
励
事
業

（
公
立
・
私
立
）

国
の
補
助
基
準
に
基
づ
き
実
施
す

る
。

２．

遠
距
離
通
学
対
策
事
業

＊
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行
及
び
遠
距

離
通
学
費
補
助

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
新
市
に
お
い
て
地
域
の
実
情
等

を
考
慮
し
、
速
や
か
に
補
助
基
準
を

調
整
す
る
。

＊
盲
ろ
う
唖
児
童
生
徒
就
学
奨
励

事
業

出
雲
市
の
例
に
よ
り
実
施
す
る
。

３．

学
校
用
バ
ス
運
行
事
業

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
新
市
に
お
い
て
事
業
（
校
外
活

動
や
部
活
動
へ
の
支
援
）
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
中
で
調
整
す
る
。

４．

部
活
動
に
お
け
る
各
種
大
会

参
加
費
補
助

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
平
成
１７
年
度
か
ら
は
補
助
対
象

の
１
／
２
を
補
助
す
る
こ
と
を
基
本

に
新
た
に
制
度
化
す
る
。

◇
議
案
第
１
０
７
号
（
決
定
）

１．

幼
稚
園
運
営

公
立
幼
稚
園
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
３
歳
児
保
育
、
預
か
り
保
育
、

送
迎
バ
ス
の
運
行
等
も
含
め
て
現
行

の
と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

２．

幼
稚
園
入
園
料
・
保
育
料

＊
入
園
料

徴
収
し
な
い
。

＊
保
育
料

合
併
年
度
は
現
行
の
と
お
り
と

し
、
翌
年
度
か
ら
月
額
６，

０
０
０

円
に
統
一
す
る
。

３．

幼
稚
園
就
園
奨
励
事
業

（
公
立
・
私
立
）

世
帯
の
所
得
状
況
に
応
じ
て
保
護

者
の
経
済
的
負
担
の
軽
減
を
図
る
目

的
か
ら
、
新
市
に
お
い
て
も
事
業
を

実
施
す
る
。

事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
国
の
基

準
に
よ
り
統
一
す
る
。

４．

幼
児
教
育
振
興
計
画

新
市
に
お
い
て
、
幼
稚
園
の
運
営

方
法
や
幼
稚
園
と
保
育
所
の
あ
り
方

も
含
め
て
検
討
す
る
中
で
、
幼
児
教

育
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
を
策
定

す
る
も
の
と
す
る
。

５．

幼
稚
園
施
設
整
備
計
画

各
市
町
の
整
備
計
画
に
つ
い
て

は
、
現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
新
市
に
お
い
て
調
整
す
る
。

◇
議
案
第
１
０
８
号
（
決
定
）

１．

農
業
改
良
普
及
指
導
事
業

指
導
体
制
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

と
お
り
新
市
に
引
き
継
ぎ
、合
併
後
、

多
伎
町
の
例
を
参
考
に
専
任
農
業
指

導
員
の
配
置
を
検
討
す
る
。

◇
議
案
第
１
０
９
号
（
決
定
）

１．

漁
業
関
連
施
設
整
備
計
画

新
市
に
お
い

て
２
年
を
目
途

に
、
新
た
に
全

域
を
網
羅
す
る

総
合
整
備
計
画

を
策
定
し
て
再

編
す
る
。

２．

漁
業
関
連
施
設
整
備
受
益
者

分
担
金

平
成
１６
年
度
は
現
行
の
と
お
り
と

し
、
平
成
１７
年
度
以
降
に
新
規
事
業

採
択
さ
れ
る
も
の
か
ら
、
多
伎
町
、

湖
陵
町
及
び
大
社
町
の
例
に
よ
り
徴

収
し
な
い
。

３．

漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業
受

益
者
分
担
金

漁
業
集
落
排
水
事
業
に
つ
い
て

は
、
上
下
水
道
関
係
の
調
整
方
針
の

と
お
り
と
し
、
そ
の
他
の
施
設
整
備

等
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て
検

討
す
る
。

４．

漁
港
施
設
の
使
用
料
及
び
占

用
料

島
根
県
漁
港
管
理
条
例
を
準
用

し
、
合
併
時
に
統
一
す
る
。
な
お
、

運
用
に
つ
い
て
は
、
新
市
に
お
い
て

検
討
す
る
。

５．

遊
漁
事
業

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぐ
。

６．

漁
業
協
同
組
合

県
内
の
漁
協
一
本
化
計
画
が
実
現

で
き
る
よ
う
調
整
に
努
め
る
。

７．

各
種
団
体
補
助

現
行
の
と
お
り
新
市
に
引
き
継

ぎ
、
補
助
内
容
等
に
つ
い
て
は
、
合

併
後
２
年
を
目
途
に
調
整
す
る
。

◇
議
案
第
１
１
０
号
（
決
定
）

１．

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
事
業
分

担
金

新
市
の
受
益
者
分
担
金
に
つ
い
て

は
、
平
成
１７
年
度
以
降
に
新
規
事
業

採
択
さ
れ
る
も
の
か
ら
適
用
し
、
平

成
１６
年
度
以
前
に
事
業
採
択
さ
れ
る

も
の
に
つ
い
て
は
、
現
行
の
と
お
り

と
す
る
。

受
益
者
分
担
金
は
、
事
業
費
か
ら

国
庫
補
助
金
及
び
県
負
担
金
を
控
除

し
た
額
の
う
ち
工
事
費
の
１
／
２
と

し
、
受
益
者
の
状
況
等
に
応
じ
た
減

免
措
置
に
つ
い
て
新
市
に
お
い
て
検

討
す
る
。

２．

土
木
委
員
制
度

新
市
に
お
け
る
公
共
事
業
の
推
進

を
図
る
た
め
に
、
土
木
委
員
制
度
の

制
度
化
を
図
る
。
任
期
は
３
年
を
１

期
と
し
、
再
任
を
妨
げ
な
い
。
ま
た
、

地
区
委
員
会
・
評
議
員
制
度
を
採
用

す
る
。

定
数
に
つ
い
て
は
、
制
度
化
さ
れ

て
い
る
２
市
１
町
（
出
雲
市
、
平
田

市
、
斐
川
町
）
は
、
現
定
数
を
尊
重

す
る
こ
と
と
し
、
未
制
度
化
の
４
町

（
佐
田
町
、
多
伎
町
、
湖
陵
町
、
大

社
町
）
は
、
既
に
制
度
化
さ
れ
て
い

る
市
町
の
選
出
規
模
と
地
域
の
実
情

を
勘
案
し
て
、
合
併
時
ま
で
に
調
整

す
る
。

報
酬
額
及
び
土
木
委
員
の
役
割
に

つ
い
て
は
、
現
状
を
考
慮
し
合
併
時

ま
で
に
調
整
す
る
。

出雲地区合併協議会だより Vol.10

各
種
事
務
事
業
（
文
化
・
ス
ポ

ー
ツ
関
係
そ
の
５
）
の
取
扱
い

に
つ
い
て
【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
１０５
号
（
決
定
）

第
１２
回
協
議
会
で
提
案

各
種
事
務
事
業
（
学
校
教
育
関

係
そ
の
４
）
の
取
扱
い
に
つ
い

て
【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
１０６
号
（
決
定
）

第
１２
回
協
議
会
で
提
案

各
種
事
務
事
業
（
学
校
教
育
関

係
そ
の
５
）
の
取
扱
い
に
つ
い

て
【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
１０７
号
（
決
定
）

第
１２
回
協
議
会
で
提
案

各
種
事
務
事
業
（
農
林
関
係
そ

の
５
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
１０８
号
（
決
定
）

第
１２
回
協
議
会
で
提
案

各
種
事
務
事
業
（
建
設
関
係
そ

の
３
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
１１０
号
（
決
定
）

第
１２
回
協
議
会
で
提
案

各
種
事
務
事
業
（
水
産
関
係
そ

の
２
）
の
取
扱
い
に
つ
い
て

【
合
併
協
定
項
目
24
】

議
案
第
１０９
号
（
決
定
）

第
１２
回
協
議
会
で
提
案

⑪
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協 　 定 　 項 　 目  提　　案 決　　定 

＊合併協定項目と協議状況 （平成１５年１０月現在） ＊「各種事務事業の取扱い」の合併協定項目と協議状況 

総合計画 

広報広聴 

交通政策 

国内・国際交流 

男女共同参画 

行政改革大綱 

情報公開 

儀式・表彰 

地域コミュニティ・行政連絡員 

金融機関等の指定 

窓口業務 

保健事業 

 

 

病院・診療所 

 

障害者福祉 

高齢者福祉（その１） 

 

児童福祉 

その他福祉 

保育 

 

環境 

 

人権同和 

農林 

 

 

 

水産 

 

観光商工 

 

 

生涯学習 

 

文化・スポーツ 

 

 

学校教育 

 

 

建設 

 

 

公営住宅 

上下水道 

 

都市計画 

 

建築・景観 

防災関係 

新エネルギー・省エネルギー 

第５回（協議） 

第１１回（協議） 

第９回（協議） 

第７回（協議） 

第９回（協議） 

第６回（協議） 

第１２回（協議） 

第８回（協議） 

第１２回（協議） 

第７回（協議） 

第６回（協議） 

第５回（協議）【その１】 

第６回（協議）【その２】 

第１２回（協議）【その３】 

第７回（協議）【その１】 

第１２回（協議）【その２】 

第１２回（協議） 

第６回（協議）【その１】 

第１２回（協議）【その２】 

第１２回（協議） 

第１２回（協議） 

第８回（協議）【その１】 

第１１回（協議）【その２】 

第７回（協議）【その１】 

第９回（協議）【その２】 

第７回（協議） 

第６回（協議）【その１】 

第７回（協議）【その２】 

第１１回（協議）【その３・その４】 

第１２回（協議）【その５】 

第６回（協議）【その１】 

第１２回（協議）【その２】 

第７回（協議）【その１】 

第８回（協議）【その２】 

第９回（協議）【その３】 

第９回（協議）【その１】 

第１２回（協議）【その２】 

第７回（協議）【その１】 

第１１回（協議）【その２・その３】 

第１２回（協議）【その４・その５】 

第７回（協議）【その１】 

第８回（協議）【その２・その３】 

第１２回（協議）【その４・その５】 

第７回（協議）【その１】 

第９回（協議）【その２】 

第１２回（協議）【その３】 

第８回（協議） 

第８回（協議）【その１～その４】 

第９回（協議）【その５～その１０】 

第６回（協議）【その１】 

第１１回（協議）【その２】 

第９回（協議） 

第８回（協議） 

第１０回（協議） 

第６回 

第１２回 

第１０回 

第８回 

第１０回 

第１２回 

第１３回 

第９回 

第１３回 

第８回 

第８回 

第６回 

第７回 

第１３回 

第８回 

第１３回 

第１３回 

第７回 

第１３回 

第１３回 

第１３回 

第９回 

第１２回 

第８回 

第１０回 

第８回 

第１２回 

 

 

第１３回 

第７回 

第１３回 

第８回 

第９回 

第１０回 

第１０回 

第１３回 

第８回 

第１２回 

第１３回 

第８回 

第９回 

第１３回 

第８回 

第１０回 

第１３回 

第９回 

第９回 

第１０回 

第７回 

第１２回 

第１０回 

第９回 

第１１回 

１ 

２ 

 

３ 

 

 

４ 

 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

１４ 

 

１５ 

１６ 

１７ 

１８ 

１９ 

２０ 

２１ 

２２ 

２３ 

 

 

 

 

２４ 

２５ 

協 　 定 　 項 　 目  提　　案 決　　定 備　　　　　　考 

合併の方式 

合併の期日 

 

新市の名称 

 

 

新市の事務所の位置 

 

町、字の区域及び名称の取扱い 

慣行の取扱い 

財産及び債務の取扱い 

条例、規則等の取扱い 

議会議員の定数及び任期の取扱い 

農業委員会委員の定数及び任期の取扱い 

一般職の職員の身分の取扱い 

特別職の身分の取扱い 

組織及び機構の取扱い 

一部事務組合等の取扱い 

 

公共的団体等の取扱い 

消防、救急の取扱い 

地域審議会の設置に関すること 

地方税の取扱い 

使用料、手数料等の取扱い 

補助金、交付金等の取扱い 

国民健康保険事業の取扱い 

介護保険事業の取扱い 

電算システムの取扱い 

 

 

 

 

各種事務事業の取扱い 

新市建設計画関係（財政計画含む） 

第２回（協議） 

第２回（協議） 

 

第２回（協議） 

第７回（報告） 

第７回（協議） 

第２回（協議） 

第７回（報告） 

第１１回（協議） 

第７回（協議） 

第８回（協議） 

第３回（議案） 

第３回（協議） 

第６回（協議） 

第４回（協議） 

第１１回（協議） 

第１２回（協議） 

 

 

第８回（協議） 

第９回（協議） 

第１１回（協議） 

第６回（協議） 

第４回（協議） 

第４回（協議） 

第１０回（協議） 

第７回（協議） 

第２回（協議） 

第４回（報告） 

第５回（報告） 

第６回（報告） 

第８回（報告） 

第２回（協議） 

第２回（協議） 

第４回（協議） 

第２回（確認） 

第２回（確認） 

第１２回 

第８回 

 

 

第７回 

 

第１２回 

第８回 

第９回 

第３回（方針） 

第１０回 

第１１回 

第１２回 

第１２回 

第１３回 

第６回 

第１２回 

第９回 

第１０回 

第１２回 

第８回 

第６回（方針） 

第６回（方針） 

第１１回 

第８回 

第３回（方針） 

 

第５回（確認） 

第６回（確認） 

 

第３回（方針） 

第３回（確認） 

第１２回（確認） 

新設合併 

平成17年1月4日 

 

新市名称は「出雲市」 

 

 

本庁は現出雲市役所、その他の市町の庁舎は支所。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

情報管理センター（仮称）設置・戸籍システム統合着手 

 

住民情報系・内部情報系システムの選定業者決定 

※個別の項目は右の表をご覧ください。 

計画策定の進め方 

中間とりまとめ 

 

住民情報系・内部情報系システムの 
統合、通信ネットワークの構築着手 

第４回（協議）【その１】 

第１１回（協議）【その２】 

今後の協議会 

古紙配合率100％再生紙を使用しています。 古紙配合率100％再生紙を使用しています。 印刷印刷には環境環境に優しい「大豆大豆インキ」を使用を使用しています。 印刷には環境に優しい「大豆インキ」を使用しています。 SOYINK
PRINTED WITH

Trademark of American Soybean Association

T M

●市営プール 

古紙配合率100％再生紙を使用しています。 印刷には環境に優しい「大豆インキ」を使用しています。 

■平成15年10月24日発行の協議会だより（第9号）では、今後の協議会
の開催予定として、第14回協議会（平成15年11月28日）と第15回協
議会（平成15年12月26日）をお知らせしていましたが、このたび合併
協議の中間まとめとなったことから、今後の協議会の開催は未定となり
ます。開催が決まりましたら、各市町の広報等を通じお知らせいたします。 

⑫


